
 

市
議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
会

(

上
野
公
悦
委
員
長)

は
12
日
、｢

直

江
津･

小
木
航
路
維
持
と
観
光
を
中

心
と
し
た
広
域
連
携｣

に
つ
い
て
、

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
、
佐
渡
汽
船
㈱
が｢

あ

か
ね｣

を
処
分
し
た
こ
と
に
伴
い
、

建
造
の
際
に
補
助
し
た
支
援
金
の
う

ち
約
１
億
７
千
万
円
の
返
還
を
求
め

る
と
と
も
に
、
小
木
直
江
津
航
路
の

維
持
に
向
け
た
財
政
支
援
と
し
て
、

上
限
２
億
４
千
万
円
の
補
助
金
を
交

付
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
市
は
、
佐
渡
汽
船
㈱
が
経

営
改
善
の
取
組
と
し
て
、
役
員
報
酬

や
管
理
職
給
与
の
減
額
、
貨
物
運
賃

の
改
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

報
告
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
同
社
は

｢

全
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
完
了

が
見
込
ま
れ
る
来
春
に
コ
ロ
ナ
前
と

同
水
準
に
戻
る
こ
と
を
想
定
し｣

て

い
る
と
も
説
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
報
告
に
対
し
て
、
各
議
員

か
ら
は
、｢

来
春
に
コ
ロ
ナ
前
と
同

水
準
に
客
足
が
戻
る
と
の
見
通
し

は
甘
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か｣｢

経

営
改
善
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い｣

な

ど
、
多
く
の
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

上
野
委
員
長
も
特
別
に
質
疑
に

立
ち
、｢

航
路
維
持
へ
の
市
と
し
て

の
姿
勢
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま

た
、
経
営
改
善
へ
の
不
安
は
市
民

全
体
の
思
い
だ
が
、
コ
ロ
ナ
収
束

の
見
通
し
も
甘
い
。
こ
う
し
た
状

況
で
は
、
９
月
議
会
に
支
援
策
が

具
体
的
に
提
案
さ
れ
て
も
積
極
的

に
は
賛
成
で
き
な
い
。
経
営
状
況

や
改
善
策
を
も
っ
と
詳
し
く
説
明

で
き
な
い
の
か｣
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
当
局
は
、｢

市
と

し
て
は
小
木
直
江
津
航
路
維
持
が

命
題
で
あ
る｣

と
し
な
が
ら
も
、

｢

佐
渡
汽
船
㈱
は
上
場
企
業
で
あ

り
、
株
価
に
影
響
あ
る
情
報
公
開

は
、
金
融
商
品
取
引
法
に
触
れ
る

お
そ
れ
が
あ
っ
て
で
き
な
い
。
一

刻
も
早
く
情
報
共
有
で
き
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
」
と
答
え
る
に
と

ど
ま
り
、
経
営
改
善
策
な
ど
の
詳

し
い
情
報
は
公
開
で
き
な
い
と
い
う

姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

市
が
貴
重
な
税
金
を
使
っ
て
支
援

す
る
以
上
、
補
助
金
を
ど
う
使
っ
て

ど
ん
な
経
営
改
善
が
行
わ
れ
る
の
か

を
細
か
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
当

然
で
す
。
９
月
議
会
に
は
具
体
的
な

支
援
策
が
提
案
さ
れ
る
見
通
し
で
す

が
、
ど
れ
だ
け
情
報
が
開
示
さ
れ
る

か
、
厳
格
に
見
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

な
お
、
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
羽
茂
港
・
直
江
津
港
間
で
、
神

戸
市
の
和
幸
船
舶
㈱
に
よ
っ
て
不
定

期
貨
物
船
が
運
航
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
が
小
木
直
江
津
航
路
の

今
後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
も
重
要
で
あ
り
、
注
視
が
必
要
で

す
。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（8月13日現在 前回は7月30日現在） 

ＰＣＲ検査実施件数 14,516件(前回＋908) 
 管内陽性件数     198件(前回＋26) 
 上越市内陽性件数   156件(前回＋18) 
 陽性率      1.364％(前回1.264％) 

 ８月４日、県道新井柿崎

線整備促進議員連盟による

現地調査が行われました。

猛暑の中でしたが、議員連

盟の市議会議員12人、顧問

の県議５人が参加し、熱心

に現状を調査しました。 

 県道新井柿崎線は上越市

を縦貫する重要路線です

が、狭隘な区間が多い、吹

雪に弱い、歩道整備が進ん

でいないなどの問題を抱え

ています。 

 この日は、住民から改善･

整備要望の出ている13箇所

のうち７箇所を調査しまし

た。現地では、議員連盟の

市議会議員が要望を具体的

に語り、新潟県上越地域振

興局地域整備部の道路関係

課長が県の対応等について

説明しました。 

 この中で、板倉区熊川地

内の側溝設置について、今

年度中には着手し、何年か

に分けて工事を進めること

が明らかになりました。 

 吉川区長峰～柿崎区江島

新田地内の防雪柵について

は、今年度中に200メートル

ほど工事を行い、順調にい

けば来年度で終わる見通し

であるとのことです。これ

らの区間が終わると、今

後、頸城区や三和区などで

の防雪柵設置工事を北の方

から順に進めていきたいと

いう説明でした。 

 また、青野から頸城区森

本橋までの道路拡幅につい

ては、｢柿崎方面に向けての

600メートルの区間で、測量

と設計をやっている。来年

度以降、用地買収、工事へ

と進めていく」と説明され

ました。 

 議員連盟は、この日の調

査に基づいて県への要望を

整理し、今秋、県土木部長

との交渉を行うことにして

います。  

 

 

 

 

 県は、今年４月に合意した｢地域医療構

想実現に向けた今後の方向性｣を推進する

として、県内の医療提供体制に大なたを振

るおうとしています。 

 上越市と市民にとっては、これまでの医

療サービスを大きく奪われることになりか

ねない重大な問題です。前県議の竹島良子

さん提供の資料で、本質を解説します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 県は、上記の｢地域医療構想実現に向け

た今後の方向性｣で、 

◇今後は人口減と後期高齢者の増加で高

度･専門的な治療の対象患者は減少す

る。 

◇医師の働き方改革に対応した体制にしな

ければならない。そのため、医療資源

(医師等)の効果的･効率的な活用をしな

ければならない。 

◇新型コロナ感染症対応を踏まえると、医

療資源が充実し対応力の大きい病院を地

域に残していくことが重要になる。 

などとしています。次回は、これらを口実

にどんなことをしようとしているかを解説

します。(続く) 


